
能登半島の先端にレジリエントな
「知」と「共創」のＳＤＧｓプラットホームづくり



●⼈ ⼝：14,609⼈（H30.3.31現在）
（参考）市制施⾏時⼈⼝ 38,157⼈（S29）

●世 帯 数：6,208世帯
●⾼齢化率：約47%
●⾯ 積：247.20km2

●保育所：9
●⼩学校：9
●中学校：4（うち2校が⼩中⼀貫校）
●⾼等学校：1
●図書館：1
●公⺠館：10

珠洲市の概要
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「ＳＤＧｓ未来都市」に選定

珠洲市が提案した「能登の尖端“未来都市”への挑戦」が「ＳＤＧｓ未来都
市」として選定され、2018年6月15日に総理官邸で「選定証」を授与

※ＳＤＧｓ未来都市
国連が定める「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の達成に向けた内閣府の公募事業で、書類審査やヒアリング

で各自治体の取り組みの先進性、他都市への波及可能性などを評価し、本市を含む全国の29自治体が「ＳＤＧ
ｓ未来都市」として選定されました。

●関係人口、交流人口の増加



珠洲市のＳＤＧｓの推進に資する取組の概要
１．課題解決型の⼈材養成事業の継続

２．地域循環共⽣圏（持続的な地域保全活動）の構築

３．域学連携の推進

４．先端アートプロジェクトによる地域の魅⼒発信及びインバウンド促進

５．国内外地域との連携⽀援の拡⼤

６．能登ＳＤＧｓラボの設⽴運営



１．課題解決型の人材養成事業の継続

社会人からの学び直しにより能登の再活性化を担う次世代の
リーダーを育成

旧小泊小学校に開校した「能登半島里山里海自然学校」（2006）



２．地域循環共生圏（持続的な地域保全活動）の構築

保全活動や環境教育を実施する
NPO法人「能登半島おらっちゃの里
山里海」設立（2008）

売上金の一部を環境保全活動費に
充当する取り組み
「粟津村おこし協議会」（2018）

「若山町上黒丸地区」
地域資源マップ（2018）

炭焼産業化の取り組み
－クヌギの植林－

（炭焼きビレッジ構想）



３．域学連携の推進

黄砂研究「大気観測・能登スーパーサ
イト」スタート（2008）

国内初となる公道での自動運転実証実験「珠洲自動運転実証実験
プロジェクト」スタート（2015）

域学連携の拠点として整備された「日
置ハウス」（2017～）



４．先端アートプロジェクトによる地域の魅力発信及び
インバウンド促進



５．国内外地域との連携支援の拡大

イフガオの受講生は毎年秋に能登で研修

フィリピン・バナウエ棚田の絶景 フィリピンイフガオ州知事・バナウエ
市長とイフガオマイスター修了生

イフガオマイスター受講生が訪問



６．能登ＳＤＧｓラボの設立運営

「ＳＤＧｓ未来都市」選定
証授与式（2018.6.15）

「能登ＳＤＧｓラボ」
開所式（2018.10.1）
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「一人一人がイノベーションの担い手」を目指して
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